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学 位 の 種 類 博 士 （音 楽） 
学 位 記 番 号 博  音  第  207 号 
学位授与年月日 平 成 24年 ３ 月 26日 
学位論文等題目 〈論文〉ルチアーノ・ベリオ論－注釈技法の研究とその起源を巡って－ 
 〈演奏〉 Lベリオ  シュマンⅣ  Chemins Ⅳ  per sassofono soprano e 
11archi 
  コントラプンクトゥスXIX（フーガの技法） Contrapunctus XIX 
  （Die Kunst der Fuge）for 23players 
  カ ン テ ィ ク ム ・ ノ ヴ ィ ッ シ ミ ・ テ ス タ メ ン テ ィ  Cunticum 
Novissimi Testamenti per quattro clarinetti, quartetto di 
saxofoni e otto voci 
  レシ（シュマンⅦ） Récit（CheminsⅦ）per sassofono alto e 
orchestra 
総 合 審 査 委 員 
（主査） 東京芸術大学 教 授 （音楽学部） 山 本 正 治 
（副査）    〃  〃 （  〃  ） 小 畑 善 昭 
    〃 准教授 （  〃  ） 福 中 冬 子 





































































    
 
を総合的に判断し、申請者は博士の学位を授与されるに十分値する価値があると審査員一同一致し、最
高位の成績で合格するとした。 
 
